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NEWS REVIEW

昨年12月9日、Honda青山ビルにて「2011年Honda安
全運転普及本部年末ご挨拶会」が開催され、交通関係者約
300名が参加した。
報告会では、近藤広一・本田技研工業（株）代表取締役
会長が「東日本大震災、タイの洪水、円高と、Hondaを取
り巻く環境は厳しい状況が続いていますが、持てる資源を
最大限に活用し、さらなる成長をめざしていきたい」と挨
拶。さらに「環境と安全については、商品やサービスを通
じて、『低炭素化社会』と『安全で快適な交通社会』の実現
に向けて、これまで以上に取り組んでいく所存です。安全
については、『交通社会に共存する、すべての人の安全を
めざす』ことを基本的な考え方に置き、活動に取り組んで

埼玉県警察本部では、平成23年9月
から平成24年3月末まで、緊急雇用創
出基金を利用した街頭での自転車マナ
ーアップ推進事業等を実施している。
同事業は、警備業者に委託した指導啓
発隊（5人1組、20班の計100人）が、
埼玉県内の交差点や中学・高校の前で
自転車利用者を中心に直接、指導を行
い、自転車の交通ルールの周知とマナ
ーの醸成を図るものである。指導啓発の際には、「埼玉マナーサ
イクルカード」（上記参照）を使って、自転車の交通法規を対象

者一人ひとりに確認してもらって
いるという。さらに、どこでも簡
単に巻き付けることができるタッ
クルバンド反射材も配布している。
「歩行者の多い交差点では、自転車
を降りて横断する自転車利用者が
増えた」「その場でもらって、すぐ
に反射材を自転車に装着できる」
という声が県民から寄せられるな
ど、街頭での直接指導は着実に効
果を上げている。

●2011年Honda安全運転普及本部 年末ご挨拶会

安全マインドをお客様と社会に幅広く
提供するための普及活動

●埼玉県警察本部・自転車マナーアップ推進事業

緊急雇用創出基金を利用した
街頭での啓発活動

近藤広一・本田技研工業（株）代表取締役会長

年
向
け
交
通
安
全
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
あ

や
と
り
ぃ
ひ
よ
こ
編
」
と
、
そ
の
指
導
方

法
の
紹
介
も
行
わ
れ
た
。

ま
ず
、
埼
玉
普
及
ブ
ロ
ッ
ク
の
猪
俣
薫

ブ
ロ
ッ
ク
リ
ー
ダ
ー
が
参
加
者
に
ホ
ン
ダ

が
40
年
以
上
に
わ
た
り
安
全
運
転
普
及
活

動
を
継
続
し
て
い
る
想
い
や
、
活
動
の
体

制
な
ど
を
説
明
。
そ
の
後
、
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
が
幼
児
の
行
動
特
性
と
、「
あ
や

と
り
ぃ
ひ
よ
こ
編
」
を
開
発
し
た
目
的
に

つ
い
て
述
べ
た
。

警
視
庁
交
通
部
交
通
総
務
課
交
通
安
全

教
育
指
導
係
の
野
澤
紀
久
乃
主
査
は
「
民

間
の
企
業
も
積
極
的
に
交
通
安
全
教
育
に

取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
を
交
通
警
察
官
に

知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
ね
ら
い
で
す
。

『
あ
や
と
り
ぃ
』
は
子
ど
も
が
参
加
し
な

が
ら
交
通
安
全

の
基
本
を
学
べ

る
点
が
良
い
と

感
じ
ま
し
た
。

今
後
は
、
こ
う

し
た
民
間
の
ノ

ウ
ハ
ウ
も
参
考

に
し
て
い
き
た

い
で
す
」
と
話

す
。

昨
年
11
月
８
日
、
10
日
の
両
日
に
警
視

庁
（
東
京
都
千
代
田
区
）
で
「
交
通
安
全

教
育
技
能
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
研
修
」
が
開
催

さ
れ
た
。
警
視
庁
で
は
若
手
の
交
通
警
察

官
の
指
導
力
の
向
上
を
目
的
と
し
て
、
同

研
修
を
行
っ
て
お
り
、
２
日
間
で
１
０
０

名
が
参
加
し
た
。

こ
の
研
修
で
は
、
本
田
技
研
工
業
（
株
）

安
全
運
転
普
及
本
部
埼
玉
普
及
ブ
ロ
ッ
ク

に
よ
る
、
ホ
ン
ダ
の
幼
児
〜
小
学
校
低
学

昨
年
12
月
15
日
、
熊
本
市
内
の
ホ
テ
ル

で
「
平
成
23
年
度
九
州
地
区
交
通
安
全
普

及
活
動
合
同
報
告
会
」
が
開
催
さ
れ
た
。

こ
の
報
告
会
は
ホ
ン
ダ
お
よ
び
ホ
ン
ダ
関

連
企
業
と
、
九
州
地
区
の
交
通
安
全
関
係

者
と
の
情
報
交
換
を
目
的
と
し
て
い
る
。

主
催
し
た
本
田
技
研
工
業
（
株
）
安
全

運
転
普
及
本
部
熊
本
普
及
ブ
ロ
ッ
ク
は
平

成
23
年
の
活
動
の
成
果
を
報
告
。
熊※

輪
会

か
ら
は
所
属
す
る
各
社
の
交
通
安
全
活
動

が
紹
介
さ
れ
た
。
こ
の
他
、
熊
本
県
交
通

安
全
教
育
講
習
員
が
高
齢
歩
行
者
向
け
の

指
導
を
参
加
者
に
披
露
。
最
後
に
、
熊
本

県
警
察
本
部
交
通
企
画
課
の
木
庭
強
課
長

が
「
地
域
と
ホ
ン
ダ
や
そ
の
関
連
会
社
が

一
体
と
な
っ
た
活
動
は
着
実
に
成
果
を
あ

げ
て
い
る
と
思
い
ま
す
」
と
総
評
を
述
べ
、

報
告
会
は
終
了
し
た
。

昨
年
12
月
23
日
、
宇
都
宮
動
物

園
（
栃
木
県
宇
都
宮
市
）
で
、
同

園
と
本
田
技
研
工
業
（
株
）
安
全

運
転
普
及
本
部
栃
木
普
及
ブ
ロ
ッ

ク
に
よ
る
交
通
安
全
イ
ベ
ン
ト
が

開
催
さ
れ
た
。

栃
木
普
及
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
、
動

物
園
が
「
命
の
大
切
さ
」
や
「
動

物
の
生
活
の
中
で
の
ル
ー
ル
」
な

ど
を
子
ど
も
た
ち
が
感
じ
と
る
場

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
う
し
た
純

粋
な
気
持
ち
の
中
で
交
通
安
全
の

大
切
さ
を
再
確
認
し
て
も
ら
お
う

と
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
同
園
に
提

案
。
今
回
は
昨
年
７
月
に
続
き
２
回
目
と
な
る
。

こ
の
日
は
、
動
物
園
内
に
交
通
安
全
コ
ー
ナ
ー
を

設
け
、
子
ど
も
た
ち
に
ホ
ン
ダ
自
転
車
シ
ミ
ュ
レ
ー

タ
ー
を
体
験
し
て
も
ら
い
、
栃
木
普
及
ブ
ロ
ッ
ク
の

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が
自
転
車
の
正
し
い
乗
り
方
を

伝
え
た
。

乗
馬
体
験
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
馬
に
乗
る
子
ど
も
た

ち
を
対
象
に
、
ホ
ン
ダ
が
開
発
し
た
「
交
通
安
全
か

る
た
」
を
活
用
し
た
交
通
安
全
の
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア

ド
バ
イ
ス
が
行
わ
れ
た
。
乗
馬
コ
ー
ス
内
に
見
通
し

の
悪
い
交
差
点
と
「
止
ま
れ
」
の
標
識
を
設
け
、
そ

こ
を
通
過
す
る
時
に
同
園
職
員
が
馬
を
止
め
、
子
ど

も
に
左
右
の
確
認
を
実
践
し
て
も
ら
っ
た
。

同
園
の
荒
井
賢
治
園
長
は
、「
動
物
園
の
周
辺
は

ク
ル
マ
の
往
来
が
か
な
り
あ
り
ま
す
。
来
場
さ
れ
る

お
子
様
に
『
止
ま
っ
て
、
観
る
（
観
察
す
る
）』
こ

と
の
重
要
性
を
、
楽
し
み
な
が
ら
学
ん
で
も
ら
お
う

と
思
い
ま
し
た
。
学
ん
だ
こ
と
を
実
生
活
で
も
活
か

し
て
ほ
し
い
」
と
話
す
。

●
警
視
庁
「
交
通
安
全
教
育
技
能
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
研
修
」

「
あ
や
と
り
ぃ
ひ
よ
こ
編
」を
活
用
し
た

幼
児
へ
の
指
導
方
法
を
伝
え
る

●
宇
都
宮
動
物
園
・
交
通
安
全
イ
ベ
ン
ト

動
物
と
の
ふ
れ
合
い
の
中
で
、

交
通
安
全
に
親
し
ん
で
も
ら
う

●
平
成
２３
年
度
九
州
地
区
交
通
安
全
普
及
活
動
合
同
報
告
会

よ
り
良
い
活
動
に
向
け
た
情
報
交
換
の
場

主催者を代表して挨拶を行う千葉英雄・
本田技研工業（株）安全運転普及本部事
務局長

高齢歩行者向けの指導を
実演する熊本県交通安全
教育講習員の山口久代さ
んと船津千鶴さん

TOPICS
★

参加者を子どもに見立てて、インストラク
ターが「あやとりぃひよこ編」の指導を実演

当日は、本田技研工業（株）安全運転普及
本部栃木普及ブロックが動物園内に交通安
全コーナーを設けた

※熊輪会＝九州地区のHonda関連会社からなる組織

宇都宮動物園の職員が乗馬を体験する子ど
もたちに交通安全指導を行った

45

6

きました。その中で、Hondaの5つの事業所を拠点とする
地区普及ブロックでは、幼児や小中学生、高校生、高齢者
向けに、Hondaオリジナルの歩行者・自転車用の教育プロ
グラムの普及拡大をめざし、活動しています。これらの展
開では地域の警察、自治体、自動車教習所の皆様の手を通
じて、交通安全の輪を広げることができました」と述べた。
続いて、千葉英雄・本田技研工業（株）安全運転普及本
部事務局長が、2011年の安全運転普及活動の報告と今後の
取り組みについて、映像を交えて紹介した。
最後に、来賓を代表して石井隆之・警察庁交通局長が挨
拶。「交通安全指導者を育成する『人づくり』、交通安全教
育の機会を提供する『場づくり』、教育機器を開発する
『ソフトウエアの開発』を展開されていることに敬意を表
します。このような先進性・独自性のある活動の推進を警
察としても心強く思
っており、引き続き
取り組んでほしい」
と語った。
報告会の後には、
懇談会が開かれ、交
通関係者の交流の場
となった。

※あやとりぃ＝Hondaが鈴鹿市と協力して開発した交通安全教育プログラム。幼児～小学校低学年対象の「あやとりぃ　ひよこ編」、
小学3～4年生対象の「あやとりぃ」、幼児～小学校高学年対象の「あやとりぃ　自転車教室」、高齢の歩行者・自転車利用者対象
の「あやとりぃ　長寿編」がある。あやとりぃは「あんぜんを　やさしく　ときあかし　りかいして　いただく」の略。
詳細は以下ホームページを参照。 http://www.honda.co.jp/safetyinfo/kyt/ayatorii/

石井隆之・警察庁交通局長

※


